
は
じ
め
に

　
「
宇
宙
生
命
哲
学
」
の
大
切
な

決
ま
り
事
は
、
常
に
宇
宙
か
ら
地

球
を
観
る
感
覚
で
物
事
を
考
え
る

こ
と
で
あ
る
。
人
類
史
上
、
実
際

に
宇
宙
か
ら
丸
ご
と
の
地
球
を
観

た
人
は
、
米
国
・
ア
ポ
ロ
計
画
の

月
面
着
陸
に
関
わ
っ
た
12
名
の
宇

宙
飛
行
士
だ
け
で
あ
る
。
１
９
６

９
年
７
月
20
日
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ

ン
グ
船
長
が
月
面
に
、
人
類
の
第

一
歩
の
靴
跡
を
残
し
た
瞬
間
の
映

像
を
今
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

あ
れ
か
ら
55
年
、
新
た
な
人
類
の

月
面
着
陸
計
画
（
ア
ル
テ
ミ
ス
計

画
）
が
、
装
い
も
新
た
に
始
ま
っ

て
い
る
。
日
本
の
月
着
陸
船
「
Ｓ

Ｌ
Ｉ
Ｍ
」
の
成
功
も
そ
の
一
歩
で

あ
る
。

　

宇
宙
へ
行
け
る
人
は
、
ほ
ん
の

一
握
り
の
人
た
ち
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
宇
宙
に
行
か
な
く
て
も
、
地

球
上
で
宇
宙
を
疑
似
体
験
で
き
る

装
置
を
作
っ
て
み
た
。
講
演
会
場

に
そ
の
装
置
を
持
ち
込
ん
で
、
１

０
０
名
余
り
の
聴
衆
と
、
漆
黒
の

闇
に
浮
か
ぶ
地
球
と
月
を
宇
宙
の

彼
方
か
ら
眺
め
る
感
覚
を
共
有
し

た
。

「
宇
宙
」か
ら
地
球
と
月
を
見
る

擬
似
体
験
の
試
み

　

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
や
南
極
大
陸
な

ど
、
訪
れ
る
の
が
困
難
で
あ
っ
た

地
域
が
、
装
備
や
技
術
の
進
歩

で
、
か
な
り
手
軽
な
観
光
地
へ
と

変
貌
し
た
。
今
や
、
宇
宙
が
次
世

代
の
有
望
な
観
光
地
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
。
月
旅
行
も
そ
の
１
つ

で
、
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ａ
）
が
主
導
し
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

が
契
約
し
て
い
る
米
国
の
民
間
宇

宙
飛
行
会
社
、
欧
州
宇
宙
機
関

（
Ｅ
Ｓ
Ａ
）、
日
本
の
宇
宙
研
究
開

発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）、
カ
ナ
ダ

宇
宙
庁
（
Ｃ
Ｓ
Ａ
）、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
宇
宙
庁
（
Ａ
Ｓ
Ａ
）
な
ど

の
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
に
よ
っ
て
実

施
さ
れ
る
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
の
有

人
月
面
着
陸
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
２
０

２
６
年
に
予
定
さ
れ
、
日
本
人
の

月
面
着
陸
も
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

何
を
目
的
に
月
へ
行
く
の
だ
ろ

う
か
？　

月
か
ら
見
え
る
景
色

は
、
地
球
と
太
陽
と
満
天
の
星
で

あ
る
。
そ
の
中
で
、
人
々
に
ひ
と

き
わ
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ

る
の
は
、
我
々
が
棲
む
母
な
る
地

球
で
あ
ろ
う
。
人
類
を
含
め
て
、

す
べ
て
の
生
命
を
育
ん
で
き
た
生

命
の
星
を
、
宇
宙
空
間
か
ら
自
分

の
目
で
観
る
感
動
は
、
想
像
に
難

く
な
い
。
人
類
の
究
極
の
望
み
の

一
つ
は
、
宇
宙
か
ら
、
漆
黒
の
闇

に
浮
か
ぶ
地
球
の
生
の
姿
を
見
る

こ
と
に
あ
る
。

　

こ
の
経
験
を
、
地
球
上
で
擬
似

体
験
す
る
装
置
を
作
っ
て
み
た
。

天
井
と
床
と
壁
を
暗
幕
で
覆
い
、

真
っ
暗
に
し
た
部
屋
の
天
井
か
ら

蛍
光
塗
料
で
青
く
塗
っ
た
直
径
10

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
球
（
地
球
）

を
吊
る
し
、
そ
の
球
か
ら
２
・
５

メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
、
黄

色
く
塗
っ
た
直
径
２
・
５
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
球
（
月
）
を
吊
り
下

げ
た
（
図
は
実
験
場
の
地
球
と
月

の
模
型
）。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ブ
ラ
ッ
ク
ラ

イ
ト
で
２
つ
の
球
を
照
射
し
、
照

明
を
消
す
と
、
漆
黒
の
闇
に
、
青

く
輝
く
地
球
と
、
黄
色
く
輝
く
月

が
宇
宙
空
間
の
位
置
関
係
を
縮
小

し
た
三
次
元
の
像
と
し
て
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
。
暗
黒
の
し
じ
ま

の
中
に
佇
む
孤
独
な
生
命
の
星

を
、
遥
か
な
宇
宙
か
ら
見
て
い
る

感
覚
で
あ
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
講
演
会
場
に

持
ち
込
ん
で
、
聴
衆
の
皆
さ
ん

と
「
宇
宙
」
を
共
有
す
る
企
画
を

立
て
た
。
講
演
会
場
の
ス
テ
ー
ジ

背
面
を
黒
幕
に
し
て
、
会
場
全
体

を
宇
宙
空
間
に
見
立
て
、
会
場
の

照
明
を
消
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ト

（
太
陽
）
を
照
射
す
る
と
、
漆
黒

の
闇
の
中
に
青
い
地
球
と
オ
レ
ン

ジ
色
の
月
が
浮
か
び
上
が
っ
て
見

え
た
。

　

講
演
会
の
本
番
で
は
、「
宇

宙
」
の
擬
似
体
験
が
予
想
以
上
に

好
評
で
あ
っ
た
。
次
回
は
、
物
音

ひ
と
つ
し
な
い
漆
黒
の
闇
の
中

で
、
青
く
輝
く
地
球
を
眺
め
な
が

ら
瞑
想
す
る
時
間
を
、
十
分
に
長

く
取
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

宇
宙
科
学
の
研
究
は
別
と
し

て
、
巨
額
な
経
費
を
使
い
、
物
見

遊
山
で
宇
宙
に
出
か
け
る
時
で
は

な
い
。
地
球
上
で
様
々
な
擬
似
体

験
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
環

境
の
愛
お
し
さ
を
認
識
し
、
地
球

環
境
の
保
全
に
集
中
す
べ
き
時
で

あ
る
。
38
億
年
と
い
う
長
い
生
命

の
歴
史
の
中
で
、
ひ
と
き
わ
賢
く

進
化
し
た
は
ず
の
人
類
が
、
今
、

国
境
を
挟
ん
で
、
血
で
血
を
洗
う

凄
惨
な
戦
争
に
明
け
暮
れ
て
い

る
。
こ
の
惨
劇
を
目
の
当
た
り
に

し
て
、
我
々
は
、
な
す
術
も
な
く

立
ち
す
く
ん
で
い
る
。

　

宇
宙
か
ら
地
球
を
見
る
と
、
人

類
が
勝
手
に
引
い
た
国
境
な
ど
は

ど
こ
に
も
見
え
な
い
。
人
間
以
外

の
生
物
は
、
国
境
と
は
関
係
な

く
、
自
由
に
地
上
や
海
の
中
を

移
動
し
な
が
ら
、
生
物
本
来
の

「
生
」
を
全
う
し
て
い
る
。
戦
争

の
指
導
者
た
ち
は
、
宇
宙
空
間
の

擬
似
体
験
を
す
る
こ
と
で
、
自
分

達
の
所
業
の
愚
か
さ
に
気
が
つ
い

て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
演
示
実
験
は
、
ま
だ
生
ま

れ
た
ば
か
り
で
、
発
展
途
上
に
あ

る
。
多
く
の
方
か
ら
の
ご
協
力
に

よ
り
、
新
し
い
文
化
、
宇
宙
ア
ー

ト
へ
と
発
展
す
る
こ
と
を
願
う
も

の
で
あ
る
。

宇宙空間で太陽光を受ける地球と月の模型
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第８回宇宙生命哲学者大いに語る

宇宙から地球を観て
　　　　考えること
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